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世界の核果類事情と市場動向（モモ、サクランボ）

米国農務省海外農業局 2024 年 9 月 14 日

中国の需要がチリの生鮮サクラン

ボ輸出を促進 

チリの生鮮サクランボ輸出は過去

１０年で４倍に増加し、その約９０％

が中国向けであり、国内産とは季節

が逆の重要な供給を担っている。 

２０２３/２４年販売年度（年度）（南半

球では２０２３年１１月～２０２４年１０

月）のチリから中国へのサクランボ

輸出量は３７万５千トンと推定され、

世界の生鮮サクランボ貿易量のほ

ぼ半分を占めた。＊

＊ 販売年度はまだ終了していないが、

通常チリの生鮮サクランボの輸出の  

９９％以上が１１月から３月の期間に発

生している。 

チリの生産量と中国の国内消費

量はともにさらに増加すると予測さ

れており、この二国間関係は世界の

生鮮サクランボ貿易において引き続

き大きな役割を果たすと考えられ

る。 

中国の生鮮サクランボ生産量は

近年着実に伸びており、２０２３/２４

年度（北半球では２０２３年４月～ 

２０２４年３月）には８０万トンに達し

たが、国内の消費需要に追いつい

ていない。チリからの輸入は、国内

産とは季節が逆の時期（１２月から２

月）の重要な供給源であり、旧正月

前後の需要ピークと一致している。

米国は中国で２番目に大きな輸入

サクランボの供給国であるが、米国

の市場シェアは中国の国内生産と

の季節的な競合と高い関税によっ

て制約されている。 

チリは世界第４位のサクランボ生

産国であるが、輸出国としては最大

であり、その輸出量は第２位の輸出

国であるトルコの約５倍である。チリ

では、過去１０年間で収穫面積と生

産量がほぼ４倍になったが、国内

消費量は２倍にとどまっている。こ

の成長は、チリの収益性の低い他
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米国向けの輸出量は２０％減少したが、中国向けの

輸出は数量ベースで３％、金額ベースで１５％近く増

加した。昨年のチリの生産量の伸び悩みと中国の変わ

らない高い需要は、中国市場でのチリ産サクランボの

価格上昇と、輸出市場を多様化しようとする意欲の抑

制につながった。 

中国の景気減速に対する懸念がこのセクターに影響

を与えるとは予想されておらず、２０２４/２５年度の中国

の生鮮サクランボの輸入量は最大４１万５千トンと予測

され、これは１０年連続の成長となる。チリでは冬季の

生育条件に恵まれ、生産量は史上最高の５０万２千ト

ンと予測される。サクランボ生産国の上位１５カ国のうち

唯一南半球に位置するチリの輸出上の優位性は短期

的に変わる可能性が低く、中国との二国間貿易は引き

続き世界のサクランボ部門の主要な推進役となるものと

見られる。 

生鮮サクランボ ２０２４/２５年度の主要ポイント 

世界のサクランボ生産量は、中国、チリ、欧州連合

（ＥＵ）及び米国での通常の生育条件下での増産が、ト

ルコでの減少を上回るため、微増の５００万トンと予測さ

れる。輸出量は、チリでは増加するがウズベキスタンと

イランでは減少するため、全体では過去最高であった

昨年の輸出量に近い７５万９千トンと予測される。 

トルコの生産量は、今年の生育条件は良好ではある

ものの昨年の例外的な好天と過去最高の生産量には

及ばないと予想されることから、４万８千トン減の９０万ト

ンと予測される。輸出量は、ＥＵの需要が引き続き堅調

であるため、前年とほぼ同じ８万５千トンと予測される。 

中国の生産量は、最大のサクランボ産地である山東

省の干ばつにもかかわらず、他の地域での栽培面積

の増加と平年並みの生育条件が継続的な成長を支

え、５万トン増の８５万トンと予測される。輸入は、チリと

米国での生産量の増加により、７％増の４１万５千トンと

予測される。生産と輸入の同時の成長に牽引され、国

内消費量は過去６年間で２倍以上に増加し、２０２４/ 

２５年には１３０万トンに達するものと予測される。 

ＥＵの生産量は、最大の生産国であるポーランドの霜

害により、昨年の悪天候による被害からの回復が限定

されるため、１万トン増の７１万５千トンと予測される。輸

入量は、トルコからの好調な出荷により微増の６万トン

で、１７年ぶりの高水準になると予測される。輸出量は、

３千トン増えるものの５年平均を下回る１万５千トンと予

想される。 

チリの生産量は、栽培面積の増加とこの冬の豊富な

降雨や良好な天候条件が相まって、３万２千トン増の 

５０万２千トンと予測される。輸出量は、このセクターが

中国の高い需要に対応するとともに他の輸出市場へ

の多様化に努めており、記録的な生産量が収穫と梱包

の能力を引き続き押し上げると見られることから、３万１

千トン増の４４万５千トンと予測される。 

米国の生産量は、ワシントン州の甘果オウトウ果樹園

の凍害にもかかわらず、甘果オウトウと酸果オウトウの

合計で１万３千トン増の４１万３千トンと予測される。ミシ

ガン州の酸果オウトウの生産量は増加すると予測され

るが、今年の夏の暖かく湿った状態と病害虫からの圧

力により、品質上の懸念がある。輸出は微増量で１０

年平均を上回る８万５千トンと予測される。輸入は、チ

リからの出荷量の増加がカナダからの出荷量の減少

を埋め合わせるため、基本的に前年と変わらない２万

トンと予測される。 

ロシアの輸入量は、アゼルバイジャンとウズベキスタ

ンからの出荷量の減少が、トルコからの出荷量の増加

を上回るため、過去最高であった昨年より１万５千トン

少ない１０万５千トンと予測される。 

生鮮モモ及びネクタリン ２０２４/２５年度の主要ポイ

ント 

世界のモモとネクタリンの生産量は、中国、ＥＵ、ト

ルコ、米国の上位４カ国の増加により、４２万５千トン

増の２,５４０万トンと予測される。これらの国々での供

給の増加に牽引されて、輸出量は６万５千トン増の  

１００万トンと予測される。また輸入量も、ロシア、英

国、中国、カナダへの出荷量の増加が、イラク及びサ

ウジアラビアへの出荷量の減少を上回るため、増加

すると予想される。 

中国の生産量は、南部の省の増収が継続的な栽培

面積の減少と北部の省の干ばつによる減収を上回っ

たため、１０万トン増の１,７６０万トンと予想される。輸

出量は、ベトナム、キルギスタン、ロシアへの出荷の増

加により、２５％増の７万５千トンと予測される。輸入量

は、中国が最近チリに対し、これまでのネクタリンに加

えてモモにも市場アクセスを与えたため、生産量の増

加にもかかわらず、１万１千トン増の５万４千トンと予測

される。 

ＥＵの生産量は、最大の生産国であるスペインをは

じめとする良好な生育条件により、２０万１千トン増の 

３６０万トンと予測される。生産量の増加に伴い、輸出

量は６万３千トン増で５年ぶりの高水準となる２０万トン

と予測される。輸入量は、トルコからの供給量の増加

により、微増の５万トンと予測される。 

トルコの生産量は、栽培面積の拡大、多収性品種

の普及及び良好な生育条件により、１２万３千トン増

の１２０万トンと予測される。ネクタリンの生産量は、国

内外の消費需要に応えて過去５年間で倍増したが、

２０２３/２４年度のモモとネクタリンの合計生産量の４

分の１にとどまっている。輸出量は、供給量の増加とロ

 

図２ トルコのモモ・ネクタリンの輸出量 
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シア及びイラクへの出荷量の増加により、２万４千トン

増の２５万トンと予測される。 

米国の生産量は、少なくとも過去４０年間で最低水準

であった昨年からわずかに改善し、１万５千トン増の６６

万９千トンと予測される。２年にわたって凍害を受けた

ジョージア州とサウスカロライナ州の生産量は回復し

た。カリフォルニア州では春の天候は良好であったが、

夏の気温が高く品質に悪影響を及ぼした。輸出量は、

輸出可能な供給量の増加により３０％増の６万トンと予

想され、カナダ、メキシコ、台湾への出荷量が２０２２/２

３年度の水準以上に回復する。輸入量は、販売年度の

序盤にチリからの出荷が減少したため、５千トン以上の

減少となる２万７千トンと予測される。 

チリの生産量は、ネクタリンの栽培面積の増加がモ

モの栽培面積の減少に匹敵するため、１７万４千トン

でほぼ横ばいと予測される。輸出量は微増の１１万６

千トンと予測される。生産量ではブラジル、南アフリカ

両国の方が多いが、チリは南半球のモモとネクタリン

の輸出国としては群を抜いている。 

ロシアの輸入量は、トルコ及び中国からの出荷量の

増加により、１万１千トン増の３４万５千トンと予測され

る。これが実現すれば、２０２３/２４年度に記録された

３３万４千トンを超える新記録となる。 

台湾の果実需要を牽引する文化的習慣 
ASIAFRUIT（2024 年 9 月 6 日） 

台湾では多種多様な果実が栽培されているが、リン

ゴ、サクランボ等の大部分の温帯果実は依然として輸入

に大きく依存している。 

地元の業界関係者によると、台湾の人口約２千万人

の年間１人当たりの果実消費量は約１３５ｋｇである。 

台湾の大手輸入業者であるキンゴ（金果貿易）社のジ

ョージ・リュウ（劉）氏は、「台湾の輸入果実需要は依然と

して高い。我々が大量に輸入しているサクランボ、リン

ゴ、ブルーベリーは、地元ではほとんど生産されていな

い。量的には、リンゴが台湾で最大の輸入果実品目で

ある」と言う。 

リンゴの需要は一貫して高止まりしており、この傾向は

台湾の宗教的慣習と密接に関連している。リュウ氏によ

ると、台湾では、家庭と企業の両方で月に２回、神や先

祖を崇拝する儀式を行う。 

北半球の主な供給国は米国と日本であり、南半球で

はニュージーランドと南アフリカが主要な原産国である。

同社の流通部長であるキャサリン・リュウ（劉）氏は、「昨

年、検疫の問題により、南アフリカ産リンゴの台湾への

輸入が停止された。最近再開し、現在、最初の荷が輸

送中である」と述べた。 

リングスフレッシュ（和新生鮮）社の執行役員であるイ

ーソン・チー（紀）氏は、リンゴが同社の全品目の４０％を

占めているが、金額的にはサクランボが依然としてトップ

にランクされていると指摘する。 

同氏は、「米国とチリがサクランボの２大供給国であ

る。昨年、弊社では約１０万箱の米国産サクランボを台

湾市場に輸入した」と話す。 

オンラインの利用 

ゼスプリの台湾市場マネージャーであるジョアン・チェ

ン（陳）氏は本誌に対し、台湾でのオンライン消費には

まだ多くの制約があると語った。 

同氏は「台湾のオンライン決済手段はあまり発達して

おらず、主に現金取引に依存している。生鮮食品のロス

率が高いことが、ビジネスを圧迫している。さらに、台湾

ではドアツードアの配送コストが高く、主に消費者が負

担している。果実の小売店が近所にあるので、消費者

は価格と品質を直接見極めるために実店舗に行くことを

好む」と説明する。 

しかし、一見制約されているように見えるオンライン

チャネルにも「突破口」がないわけではない。チー氏

は、「台北市の中心部にある弊社の実店舗『スイート

シーズンズ』は、冷蔵倉庫兼商品展示センターとして

機能しており、オフラインの販促活動を展開しつつ、

最終消費者との距離を適切な範囲に保つことができ

る。（商品を見せた）後で、弊社の物流サービスを通

じて消費者の自宅に直接配送することができる」と話

す。 

オンラインとオフラインを統合したこのほかのアプロ

ーチとしては、コンビニエンスストアを配送のエンドポ

イントとして使用し、消費者がオンラインで注文した品

物を店舗で受け取るという方法もある。 

キャサリン・リュウ氏は、「セブンイレブンは台湾に６

千以上の店舗を持ち、各店長は中国本土における

共同購入リーダーと同様の機能を果たしている。消

費者は、店舗のウェブサイトまたはモバイルアプリを

通じて事前に注文し、配達後に店舗で商品を受け取

ることができる。冷蔵設備が整っているので、コールド

チェーンは途切れることなく維持される」と述べた。 

同氏によると、最近の米国産サクランボのシーズン

中、キンゴ社はセブンイレブンを通じて多くの共同購

入注文を受けた。 

消費動向 

世界的にインフレが蔓延している今日、台湾の消

費者もより保守的になっている。しかし、新品種や高

品質な輸入品に対する需要は依然として旺盛であ

る。 

ジョージ・リュウ氏は、「近年、輸入果実の価格が大

幅に上昇した。価格が上昇すると、消費者の期待も

高まる。ハイエンドの商品に対する市場の需要は依

然としてあるが、人々は中級品やローエンドの商品、

特に輸入品を購入する意欲が低くなっている」と言

う。 

一方、消費者は果物を購入する際に、より小さなパ

ッケージを求める傾向にある。 

キャサリン・リュウ氏は、「現在、多くのスーパーマー
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ケットで小さなパッケージが使用されている。弊社では、

当初は限られたスペースで再梱包を始めたが、その

後、需要が非常に高いことがわかった。次は、このサー

ビスを拡大していく」と話す。 

チー氏は、「小さなパッケージの単価を１００台湾元（３

米ドル）以内に保つのが理想的である。弊社では様々

なデザインにも取り組んできている」と言う。 

若い世代が生活ペースを加速させ、利便性を追求す

る中、台湾ではコンビニエンスストアで生鮮カットフルー

ツを売ることが極めて一般的になっている。 

チェン氏は、「台湾の若者は果物を食べるのが面倒だ

と感じているため、コンビニエンスストアでゼスプリのキウ

イフルーツをカットフルーツとして販売している。オフィス

で働く人達も、ランチを買う際に栄養が摂れるだけの分

量の果実を購入することができる」と言う。 

もう１つの新しい傾向として、台湾の消費者は、地元

産の果実に高い金額を支払うことを次第に厭わなくなっ

ている。 

ジョージ・リュウ氏は「以前は、人々は地元産の果実は

あまり良くないと考えていたが、今では変わった。これ

は、二酸化炭素排出量の削減や地元の農業への支援

という概念も一因である」と述べた。 

販売方法 

ゼスプリは、現地チームの努力により、引き続き台湾

市場でのブランド認知度と信頼を高めている。台湾の崇

霰・雹の両方の被害があった。ブルゴーニュ地方と

ボージョレ地方を合わせると昨年比で２５％減、過去

５年の平均値比で５％減となる見通しである。ロワー

ル川流域は開花が例年よりも１０日遅れ、その後も

雨が多く、低温で結実が悪く、ベト病の被害もあり、

昨年比で３０％減、過去５年の平均値比で１５％減る

見込みである。シャラント県（同アングレム市）とシャ

ラントマリティム県（同ラロシェル市）にまたがるシャラ

ント地方はフランスの中でもワインの生産量が多い

が、その９０％以上がＡＯＣ（原産地呼称）のコニャッ

クに利用されている。ブドウの栽培面積が最近拡大

して、２０２３年には生産量が１３億３,３９０万リットル

に達したのに対して、今年は８億６,８７０万リットルに

留まり、１年で３５％減、過去５年の平均値比でも  

１７％減る見通しである。政府の補助を得た抜根策

で、今年の栽培面積が８千ヘクタール減少する見通

しのボルドー地方では、結実不良、ベト病、霰・雹な

どで、昨年比 １０％減、過去５年の平均値比で  

１６％減少する見込みである。ラングドックルシオン

地方ではガール県（県庁所在地ニーム市）が初夏の

雨で、ベト病が広がったのに対して、地中海沿岸の

オード県（同カルカソンヌ市）、ピレネゾリアンタル県

（同ペルピニャン市）、エロー県（同モンペリエ市）は

他のブドウ栽培地と異なり、記録的な干ばつで、実

９月６日に、フランス農業省は今年のワインの予測生産

量を発表した。昨年比１８％減の３９億３千万リットル。同

省は８月初頭にすでに４１～４３億リットルという予測を発

表していたが、その後、開花状況などの詳細な情報が分

析され、修正されたということである。各地で春に深刻な

霜害のあった２０２１年（３３億リットル）よりは高いものの、

２０１９～２０２３年度の５年平均生産量（４４億２２００万リッ

トル）に比べると１１％減となる。中でも、コニャックなどの

ワインの蒸留酒（ブランデー）の生産量は、２０２３年に高

かったこともあり、昨年比で３４％減となる見込みである。 

今年の特徴は、春の霜害の他に、低温と雨がちの気候

で、開花時に花が落ちたり、実ができても小さいうちに落

ちてしまったり、あるいは結実不良で果実の出来が不揃

いであることが多く、その上、ベト病が多くの地方で見ら

れた。また、局地的な霰や雹の被害も大きかった。ピンポ

ン球よりも大きな雹が落ちてきて、葉や実が地面に落ち

ている映像がテレビに映っていた。 

主な産地を見ると、シャンパンの産地であるシャンパー

ニュ地方は、春の霜害、落花、霰害、べと病、果実の日

焼けで昨年比１６％減が予測されているが、過去５年の

平均値よりは８％高くなりそうである。高級ワインが数多く

あるブルゴーニュ地方ではコートドール県（県庁所在地

ディジョン市）ではベト病、イヨンヌ県（同オクセール市）で

は霰・雹の被害があった。ボージョレ地方ではベト病と

フランス ： 憂鬱なフランスのワイン業界
フランス現地情報調査員 ジャンルイ・ラリュ

現地報告

拝文化を熟知しているゼスプリは、キウイフルーツを

儀式の供え物として効果的に宣伝している。チェン氏

は、「弊社では有名な占い師をメディアで起用してい

るが、それは商品を推奨する形ではなく、崇拝文化の

観点からキウイフルーツを供え物として使用すべき理

由を説明している」と話す。 

チー氏は、果実業界では通常、予算が限られてお

り、最大の効果を上げるように予算の活用方法を決定

することは、販売業者にとっての課題であるとして、

「弊社では社内にデザイナーと販売スタッフがいる。こ

れは、競争上の優位性の１つと見なすことができる」と

述べた。 

キンゴ社は、直近のチリ産サクランボのシーズン中

にセブンイレブンと提携して販促キャンペーンを行

い、目覚ましい成果を上げた。キャサリン・リュウ氏は、

「弊社では、チリのサクランボ委員会のメンバーを台湾

に招待し、セブンイレブンの店長が顧客を教育できる

ように研修を行った。チリの地理的条件や栽培方法を

紹介することで、商品に対する自信を深めた。これ

は、セブンイレブンがチリ産サクランボを販売しようと

試みた最初のシーズンであり、この種の販売戦略を試

すのも初めてであった。この販促キャンペーンの成功

により、旧正月期間中のセブンイレブンの売上に画期

的な影響を与えた」と語った。 

ウィニー・ワン 
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が育たなかった。ラングドックルシオン地方全体では今年

の予想生産量は１０億６千万リットルで、昨年比４％減、過

去５年の平均値比で９％減少する見込みである。ヴァン・

ジョーヌ（黄色いワイン）の特産地であるジュラ地方は収

穫量の規模が元々小さいが、今年の予測生産量は３５０

万リットルで、豊作であった昨年の１,２２０万リットルと比べ

ると７１％減となる見込みである。一方、コルシカ島は今

年の予測生産量は３,６２０万リットルで、昨年比で５％減

であるが、過去５年の平均値比では９％増える見込みで

ある。地中海に浮かぶコルシカ島も、地中海沿岸地方同

様、干ばつが続いたものの、８月後半の雨で被害を多少

食い止めることができた。 

数年前から地球温暖化で、高温、水不足が心配されて

きた。しかし地球温暖化は、干ばつや異常高温だけでな

く、海や地上からの蒸発を盛んにして、局地的に豪雨を

降らせるのもその一つの現象だそうだ。また、大気の流れ

を不安定にして、落雷に続く雹・霰も降らす。洪水で土砂

崩れも頻繁に起きている。家や車が流される様子や、浸

水した畜舎の中で、お腹のあたりまで水に浸かって居心

地の悪そうな牛の様子なども報道された。一つの地方や

地域の中で多様な気象があり、極端な場合は隣の農場と

さえ、被害状況に大きな違いが出ることもあるそうだ。ル・

モンド紙によると、日照りが続いたオード県のあるブドウ栽

培者は、その地域の今年の８月までの年間降雨量が２１７

ｍｍで、昨年は２００ｍｍだったと語っている。砂漠の定義

が年間降雨量２５０ｍｍ以下と言われていることからも、異

常な乾燥状態だ。また、シャンパーニュのレコットデバー

ル地区の生産者は、今年は収穫がゼロになるかもしれな

いと悲観的になっていて、「ここ３年の間にこの地域で最

も乾燥した年と、最も雨の多かった年を経験した」と語っ

ている。 

今年のワインの予測生産量は２０２１年ほど悪くはない。

２０２１年には春の霜害で、ブドウの果実の３分の１が無駄

になった。しかし、３年前の経営悪化からまだ立ち直って

いない生産者の資金繰りは苦しい。その上、消費者のワ

イン離れも生産者にとっては不安の種だ。安価なワイン

の半分を販売しているハイパー・スーパーは取扱総量が

２０１７年から２０２３年までに５億１千万リットルから３億５千

万リットルに減った。価格がもっと高いワインは海外市場

を開拓し、かなりの成果をあげてきたが、今年に入って、

こうした動きに息切れが感じられる。シャンパンの場合、

輸出量が２０２３年の２億９,９００万本から今年は２億  

８,５００万本に減りそうだ。ブドウ栽培者だけでなく、天候

不順などで経営が厳しくなっている多くの農業者は、政

府に緊急対策を取ってもらいたいところである。緊急課題

として、銀行の融資条件の緩和と、収穫を確保するため

の設備投資への支援を求めている。しかし、フランスの政

治環境は、そうした要求に応えられる状態にない。 

フランスでは６月９日の欧州議会選挙で、極右の国民

連合（ＲＮ）が飛躍的に伸びた結果を受けて、マクロン大

統領は国民議会（フランス国会の下院）を解散し、６月３０

日と７月７日に選挙が行われた。大統領を支持するルネ

ッサンス党の多くの党員がこの解散に批判的であった。

極右と極左を切り捨てて、中道派を強化しようとする大統

領の目論見は外れ、選挙結果は、左派（社会党、共産

党、不服従ＬＦＩ、緑の党の連合体）、中道右派（ルネ

ッサンス党、フランス共和党ＬＲなど）、国民連合  

（ＲＮ）がそれぞれほぼ３分の１ずつの議席を獲得し

た。アタル首相は辞任届を出し、大統領も受理した

ものの、首相後任の選任が難航し、オリンピックも控

えていたことから、アタル政権が日常的な事務を継

続することになった。ＥＵの代表として英国のＥＵ離

脱交渉に当たったミッシェル・バルニエ氏（共和党 

ＬＲ、７３歳）がようやく９月５日に首相に任命された。

同氏は、ＥＵの欧州委員（ＥＵの大臣に相当）の他、

フランスの外相、環境相なども務め、２００７年から  

２００９年まではサルコジ政権で農相も務めた。しか

し、組閣は難航し、９月２１日になってやっと新閣僚

が発表された。農相には共和党ＬＲのアニー・ジュヌ

ヴァール氏（女性、６８歳）が任命された。政治活動

は長いが、一般にはあまり知られていない。農相の

引き継ぎが行われた９月２３日まで、フェノ前農相が

事務的な処理に当たり、行政の空白状態が続いて

いた。前農相が下院に提出し、５月２８日に可決され

た「農業に関する主権と農業における世代更新につ

いての基本法案（Projet de loi d'orientation pour la 

souveraineté en matière agricole et le renouvellement 

des générations en agriculture）」も、今後どのように

扱われるか不明である。今年は、天候不順による穀

物収量の低下（今年の予測収量は過去５年の平均

収量の２２％減）、牛・羊のブルータングなどの伝染

病、大手乳業会社の買取量の大幅削減などの問題

が出てきて、フランスの農業界は、今年年頭の農業

者の反乱時よりもさらに厳しくなっている。その上、国

の負債をどう減らすかが新政権の最大の課題で、ど

の予算を削るか行政組織同士がいがみ合っている。 

ワイン業界は、貿易問題も抱えている。最大市場

である米国が蒸留酒も含むワインの関税を２０２１年

に従価税で２５％引き上げた。ボーイングとエアバス

の係争、ＩＴ大手企業の租税回避などで米国とＥＵが

揉めていて、ＥＵの中でもフランスが米国に対するこ

うした措置を主導していると米国は見ているようだ。

米国の次期大統領選挙でトランプ氏が当選すると、

フランスのアルコール飲料への関税は１００％になる

可能性があると言われている。最近は、中国もＥＵの

輸出商品の関税引き上げをちらつかせている。ＥＵ

が中国製電気自動車の補助金を問題視して、関税

の引き上げを検討していることへの報復措置で、ア

ルコール類も対象になっている。それでなくても、コ

ロナ禍以降、第二の市場である中国のワイン市場そ

のものが、景気の悪化で急速に縮小している。 

ワイン業界はかなり陰鬱な状態にあるが、それで

も、パリ郊外の農地で、ワイン用ブドウ栽培を始める

農業者が結構いるそうだ。パリ市を含むイルドフラン

ス行政地方では、ブドウ畑が１９世紀までは存在し

て、安価なワインが作られていたが、鉄道の発達や

都市化、またフィロキセラ（ブドウの樹の根や葉に寄

生する小さな昆虫）などの被害でほとんど消滅した。

モンマルトルの丘やシュレンヌ市などで、珍しさを買

われて、小さなブドウ畑が存続してきたが、農業経営
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タイ ： 国内の土壌分布と果樹栽培 
タイ現地情報調査員  宮谷内 泰志郎 

 

者が本気で取り組むことはなかった。ところが近年、気

象や農業を取り巻く状況が変わり、イルドフランスでも農

地の一部でワイン用ブドウ栽培に取り組む農業者が出

てきた。パリの知名度にあやかって、高級ワインとして高

価格で売れるようになればありがたいということらしい。 

注：本文中で取り上げられた「地方」は、ワイン用ブドウ産地

を指し、行政地域圏（一般にＲＥＧＩＯＮ＝地方とも呼ばれ

ている）とは一致しない。本文中では行政地域圏を「行政

地方」と記述している。 

 
写真１ タイ国立土壌博物館（Soil Museum of Thailand） 
タイ農業省土地開発局の管轄下にある多様な土壌タイプと農業

の関係を紹介する教育施設。http://www1.ldd.go.th/ldd_en/ 

れぞれの地域に適した果樹栽培を行ってきた農家

や研究者たちの努力がある。 

そこで、タイ国立土壌博物館で開示されている主

要な土壌タイプとその分布、そしてそれぞれの土壌

に適した果物の栽培について紹介する。 

タイの国土面積：約５１万４千㎢ (日本の約１.４倍) 

農地として使用されている面積は約１,９８０万ｈａで、

国土全体の約３８.６％ 

農業用地の割合： 

コメの栽培面積が国土面積の約２０％（１,１００万ｈａ） 

サトウキビ、キャッサバがそれぞれ１００万ｈａ規模 

アブラヤシ（パーム油原料）の栽培面積が５０万ｈａ 

タイは世界有数の果物生産国であり、その多様な気候と

土壌条件を活かして、様々な種類の果物を栽培してい

る。タイの果実産業は国の経済に大きく貢献しており、輸

出額も年々増加している。 

この成功の裏には、タイの多様な土壌特性を理解し、そ
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１．ブラジル オレンジ主産地は収穫量減少の予測

ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ（２０２４年９月１７日）

サンパウロ州の大部分で９月上旬に高温を記録した。こ

のシナリオは、今年も深刻な熱波に直面する可能性があ

る柑橘類生産者に懸念をもたらした。気象予報会社のクリ

マテンポ社は、９月の熱波はブラジルのほとんどの地域で

より一般的になってきており、より激しく、より長く続くように

なっているとしている。 

柑橘類生産防衛財団（Ｆｕｎｄｅｃｉｔｒｕｓ）が９月１０日に発

表したデータによると、サンパウロ州とトリアングロミネイロ

地域（ミナスジェライス州北西部の三角地帯）では、２０２４

/２５年度のオレンジ出荷シーズンに、２億１,５７８万箱   

（４０.８ｋｇ/箱）が収穫されるものと見られる。これは、以前

の生産量（平均生産量）よりも３０％少なく、今年度の当初

予測である２億３,２３８万箱を下回る。 

この減少は、乾燥して暖かい天候による果実の小玉化

に関連している。天候はまた、成熟に影響を与え、収穫の

ペースを加速させた。この乾燥した天候のシナリオでは、

９月下旬まで雨が降らないと予測されているため、この期

間に果実の半分以上を収穫することができる。 

サンパウロ州の南西部を除き、柑橘類主産地のほぼす

べての地域で降雨量が少なかった。Ｆｕｎｄｅｃｉｔｒｕｓによる

と、今シーズンの生産量が増加すると予想されるのはサン

パウロ州の南西部のみで、そこでは２０２３/２４年度よりも 

１９％増加する可能性がある。他の地域では、生産量が  

２８％～６０％減少する可能性がある。 

２．ニュージーランド キウイフルーツの輸出が順調

ASIAFRUIT（２０２４年９月２３日） 

ニュージーランド統計局が発表した新しいデータによる

と、２０２４年８月までの１年間にニュージーランドのキウイフ

ルーツ輸出額は３１億ＮＺドル（１７億４千万ユーロ）を

超え、２０２２/２３年度の同じ時期に比べて２０％増加し

た。同局の国際貿易部長であるヴィキ・ウォード氏は、

「今シーズンのキウイフルーツの輸出額は、これまでで

最高である」と述べている。（以下「 」は同氏の発言） 

「キウイフルーツの輸出シーズンは通常３月から１１

月である。」 主にサンゴールドとして販売された果肉の

黄色いキウイフルーツの輸出額は２４億ＮＺドル（１３億

５千万ユーロ）で、２０２３年８月までの１年間に比べて 

２４％増加した。この成長は、輸出量が２３％増加した

ことによるものとみられる。 

一方、グリーンキウイフルーツの輸出額は７億３,７００

万ＮＺドル（４億１,５００万ユーロ）で、前年同期比 

９.９％の増加となった。この増加は、価格が９％上昇し

たことによるものだとされている。 

「ニュージーランドの生産者は、中国や日本などの市

場でより大きな輸出額を獲得するため、ますます多く

のゴールドキウイを植え、今ではレッドキウイを植えて

いる。」 

サンゴールドの最大の出荷先は中国で、主にゼスプ

リグリーンとして販売されたヘイワード品種の最大の輸

出先は欧州連合であった。 

マイク・ノウルズ 

３．オーストラリア 後悔しないスナックとしてリンゴの

消費を促進 ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ（２０２４年９月２６日）

オージー・アップルズ（オーストラリア・リンゴ協会）

は、オーストラリア人の健康的なスナック（軽食、間食）

習慣を促進するための「スナックで後悔しない（Ｎｏ 

Ｓｎａｃｋｇｒｅｔｓ）」キャンペーンを主導している。この取組

みは、９５０万人のスナック消費者がリンゴを好むように

トピックス

土壌改良と果樹栽培 

タイの各地域では、それぞれの土壌タイプに応じた土

壌改良が行われている： 

有機物の投入：砂質土壌の保水性向上 

石灰の施用：酸性土壌の中和 

排水設備の整備：粘土質土壌の排水性改善 

マルチング：表土の保護と水分保持 

などの取り組みにより、各地域の土壌条件に適した果樹

栽培が可能となり、果実産業の発展に貢献している。 

農業土壌の課題〜メタンガス 

栽培の副産物として、農地から発生するメタンガス対策

が課題視されている。 

(メタンは二酸化炭素に次いで地球温暖化に及ぼす影

響が大きな温室効果ガスであり、湿地や水田、家畜及び

天然ガスの生産やバイオマス燃焼など、放出源は多岐に

わたる。) 

農業生産性の向上 

適切な土壌と果物栽培の組み合わせで、生産効率を高

めることができる事例としてココナッツがあげられる。タイ

は世界第９位のココナッツ生産国であり、 世界生産量の

約１.３％を占めている。特に加工品（ココナッツミルク、コ

コナッツオイルなど）の生産が盛んであり国内、国際

市場双方で需要が高い。 

ココナッツの木は寿命が約７５年と長く、同じ場所

で長期間栽培されるため比較的持続可能な方法で

土地を利用できる。またココナッツの木は栄養分が

不足した場合、肥料として塩をまくことで対応するた

めタイ湾沿岸部のタチン埴土は塩分濃度が高く排

水性が悪いが、ココナッツの栽培には適していると

言えよう。 

また副産物であるココピート（ヤシ殻培地）※は、土

壌改良材として使用されており、果実販売収益だけ

でなく、副産物も収益化できる事例でもある。 

タイの果実産業の成功の秘訣の一つである「土壌

と果物の調和」について理解を深め、今後の産業

発展への示唆を得ることが出来れば幸いである。 

※ココピートは保水性と通気性に優れており、乾燥した地

域や砂質土壌での果樹栽培において効果的で土壌の質

を向上させる効果がある。ココピートには天然のトリコデル

マ菌が含まれており、土壌中の有機物を植物が吸収しや

すい無機物に分解する役割を持つ。これにより、土壌の

健康と植物の成長を促進する可能性があるため、タイ農

産業に大きく貢献している。 
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影響を与えることを目的としており、リン

ゴ・ナシ戦略的市場開発パネル（リン

ゴ・ナシ産業の成長と発展を促進する

アドバイザリーパネル）が支援している。

このキャンペーンは調査研究に基づい

ており、リンゴを「罪悪感のないスナッ

ク」の選択肢に高めることを目指してい

る。 

リンゴは健康的なスナックとして認識さ

れているが、スナックの選択肢が多数あ

る中で、リンゴが最初に消費者の頭に

浮かぶことはあまりない。調査では、リン

ゴを消費するものの他の果物に比べて

購入頻度が低いライトユーザーと、より

定期的に購入するヘビーユーザーに

区分している。買い物の際にリンゴを購

入する消費者は６.８％にとどまり、スナ

ックとしての魅力に欠けていることを示

している。 

「スナックで後悔しない」キャンペーン

は、特にライトユーザーに対して、定番

のスナックの選択肢としてリンゴの視認

性と魅力を高めることに焦点を当ててい

る。オリンピックボクサーのティナ・ラヒミ

氏をキャンペーンアンバサダーに起用

したこの取り組みは、彼女のソーシャル

メディアでの影響力を活用して、リンゴ

がどのようにしてトレーニング計画をサ

ポートし、欲求を管理するのに役立つ

かを示している。同氏は「トレーニング

中に手早く簡単なスナックが欲しいこと

があったが、適切でないスナックに手を

伸ばした時は動きが鈍ったと感じた。そ

の時、リンゴに目を向けた - リンゴは美

味しくて腹持ちが良く、回復するのに十

分役立った」と話す。 

このキャンペーンは、「スナックで後悔

しない」報告書によってさらに裏打ちさ

れている。同報告書によると、オーストラ

リア人の９３％が毎日間食をとっている

一方で、５７％が少なくとも週に１回は不

健康なオプションを選んで後悔している

ことが明らかになった。しかし、８５％は

より健康的なスナックの選択肢を望んで

いると述べ、４１％がコストが障壁だとし

ている。リンゴは、回答者の９７％が健

康的であると考えており、この課題に対

する実行可能な解決策として浮上し

た。 

「スナックで後悔しない」キャンペーン

は、マルチチャネルを利用したアプロー

チにより、ティナ・ラヒミ氏の影響力を活

用し、より健康的な選択を促進する際の

コストの懸念に対処して、リンゴをオース

トラリアのスナック文化の定番として位

置付けることを目指している。 

出典： APAL 

４．フィリピン 病害と土地の制約に

よりバナナの生産量が減少 

ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ（２０２４年９月３０日） 

ミンダナオ島のバナナ産業は、パ

ナマ病としても知られるフザリウム菌

による萎凋病等の病害や土地利用

の制約による課題に直面しており、

これらはバナナ産業の生産量に影

響を与え、バナナに依存する人々

の生活を脅かしている。フィリピン・

バナナ生産者輸出業者協会（ＰＢＧ

ＥＡ）は、この地域でバナナ生産が

減少を続けており、約７０万人の雇

用をリスクにさらしていることを強調

した。これらの課題にもかかわら

ず、過去７カ月間の生産と輸出が

増加したと報告されており、従来か

らの市場である日本、韓国、中東諸

国に引き続き輸出されている。しか

し、中国ではフィリピンからの供給

量が十分でないため、ベトナム、カ

ンボジア、エクアドル等の国々との

競争が激化している。 

ＰＢＧＥＡの事務局長であるスティ

ーブン・アンティグ氏は、法改正の

必要性、特に５ヘクタールを超える

プランテーションの拡大を制限する

農地改革法はバナナ栽培の為にな

らないとして、改正の必要性を強調

した。また、この業界は病害虫の被

害により、元々あった８万９千ヘクタ

ールのうち１万５千ヘクタールしか

バナナの栽培に利用されていない

という利用可能な土地の減少にも

取り組んでいる。復旧の努力が続

けられているが、植物が実を結ぶま

でに最大１年かかり、その進展は遅

い。 

２０１２年以降の主要な輸出先で

の市場シェアの減少は、これらの課

題がフィリピンのバナナ産業に与え

る影響を浮き彫りにしている。病気

に抵抗性のあるバナナの品種を開

発する努力は、残された農地を保

護し、セクターの存続を確保するた

めに重要である。ＰＢＧＥＡは、バナ

ナ産業の活性化を目的とした法案

に取り組んでおり、これには、キャ

ベンディッシュバナナセクターとフィ

リピンのより広範な農業に利益をも

たらす世界クラスの研究施設を設

立する提案が含まれている。 

ジェフ・ロング 
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